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Brydolf & Segesten (1996) は､ 潰瘍性大腸炎
をもつ青年は､ 支持､ 知識の提供､ 寛容さ､
現実的な要求､ 指導､ 空間の提供にサポート
感を抱く一方､ 親の権利放棄､ 情報を与えな







The Meanings of Social Support in Adolescents
with Chronic Illness
石 浦 光 世 (Mitsuyo Ishiura)＊
 
慢性疾患をもつ青年のソーシャル・サポートの意味を明らかにすることを目的とし､ 外来通院をしている
思春期にある青年 (13から18歳) 14名を対象に半構成インタビューガイドを用いた面接調査を行い､ その内
容を質的帰納的に分析した｡ 結果としてソーシャル･サポートは〈病状の安定を図るもの〉､ 〈情緒的安定を
もたらすもの〉､ 〈自己管理能力を高めるもの〉､ 〈療養生活上の力となるもの〉､ 〈病気と共に生きるた
めの糧となるもの〉､ 〈自分の居場所を保つもの〉､ 〈今ある生活を維持するもの〉という肯定的意味をもっ
ていた｡ 一方で､ 一部には〈今ある居場所を脅かす恐れがあるもの〉､ 〈葛藤を引き起こすもの〉､ 〈不確






































青年：青年前期 (12～15歳)､ 青年中期 (15
～18歳) の思春期にある個人｡











































































































ケース番号 学 年 疾 患 入 院 回 数 通 院 頻 度 罹 病 期 間
１ 中２ アレルギー疾患 ５～６回 １～２回／月 10年
２ 中３ 内分泌・代謝疾患 ３回 １回／月 ５年
３ 中３ 内分泌・代謝疾患 １回 １回／月 ２年
４ 高１ 腎疾患､ 内分泌・代謝疾患 ２回 １回／月 ３年
５ 高２ 自己免疫疾患 なし １回／月 ５年
６ 中２ 内分泌・代謝疾患 １回 １回／月 ５年
７ 高３ 自己免疫疾患 １回 １回／月 ２年
８ 高２ 血液疾患 １回 １回／２月 ２年
９ 高３ 自己免疫疾患 10数回 １～２回／月 ８年
10 高１ 内分泌・代謝疾患､ 脳・脊髄疾患 複数回 ①１回／月②１回／年 14年
11 中３ 腎疾患 １回 １回／月 １年
12 中２ 内分泌・代謝疾患 なし １回／月 ４年
13 高３ 腎疾患 ２回 ２回／月 ３年
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